
ホームヘルパー受講準備コース 

 
１．コースの目的 
高齢社会の到来に伴って需要が増しているホームヘルパーという職業について紹介し、資格の取り方や

講座の内容について情報を提供する 
 

２．学習内容 
ホームヘルパーという職業の概要と、３級・２級講座の内容の中で帰国者にわかりにくい部分や外来語

を中国語訳付きで学習する 
 

３．主な対象者 
日本語レベルは初級修了以上で、ホームヘルパーという職業に興味がある人 

 
４．学習期間 
 ６ヶ月まで（期間内に修了しなかった場合は継続申請が可能） 
 
５．使用教材 
 「ホームヘルパー入門（ＤＶＤ付き）｣ 

 
６．学習プログラム概略 

以下６ヶ月の場合だが、受講者のペースで進める 

 

６ヶ月 学習範囲 提出物 

１～２

ヶ月目 

第１回送付物：受講案内、ＤＶＤ｢ホームヘルパー講座への誘い｣､ 

テキスト｢ホームヘルパー入門｣第１課・第２課、第１回課題（１～２課） 

ＤＶＤ「ホームヘルパー講座への誘い」を見る 

第１課「ホームヘルパーという仕事」 

第２課「ホームヘルパー養成講座の内容」 
→★第１回課題（１～２課） 

３～４

ヶ月目 

第２回送付物：テキスト｢ホームヘルパー入門｣第３課・第４課、第２回課題（３～４課） 

第３課「社会福祉の基本理念」 

第４課「高齢者の理解」 
→★第２回課題（３～４課） 

５～６

ヶ月目 

第３回送付物：テキスト｢ホームヘルパー入門｣第５課・第６課、第３回課題（５～６課） 

第５課「介護保険制度」 

第６課「実習の心得」 →★第３回課題（５～６課） 

修了証送付  

※「ホームヘルパー受講準備」コースのみ、教材送付と課題のやりとりを近畿中国帰国者支援・交流センタ

ーが行います。申請や学習継続の意思確認等、事務全般については、中国帰国者定着促進センターで行い

ます。 



７．このコースのスクーリングの目的 
・課題中の質問部分を取り上げて話し合うことによって、学習内容を自分にひきつけて考えられるよう

にする 

・日本と中国では福祉制度の違いがあるので、互いに知っている範囲で紹介しあい、福祉問題について

の関心を喚起する 

 

８．このコースのスクーリングの留意点 
介護の専門家ではない一般の日本人が知っている知識の範囲で、テキストや課題の中の日本語の理解

についての質問に答えればよい（専門的な質問は近畿センターへ） 

 

９．スクーリングの流れと活動例（約２時間で計画した場合、以下の活動内容から取捨選択する） 
①オリエンテーション（初回のみ）：活動内容や頻度の説明、受講者が複数の場合は自己紹介など 

②直接指導 

 ａ．学習相談－１（現在の学習進度など状況把握を軽く行う） 

 ｂ．課題添削終了者には、添削課題を持参してもらい、質問部分等をもう一度話し合う（＊参照） 

   添削担当者からコメントがある場合はそれについても話し合う 

 ｃ．課題未提出の場合も、質問部分についてどんな考えをもっているかきいてみる 

 ｄ．学習内容に関する質問受け 

ｅ．学習相談－２（学習方法アドバイス､今後の学習計画について話し合い､次回までの目標設定） 

オプションｆ．ホームヘルパー養成講座を受講希望の受講生には情報を提供する 

オプションｇ．外来語の復習・・日常会話でも頻繁に使うものから優先的に行う 

オプションｈ．実技的な部分 

          ア．レクリエーション活動の実技として、日本の歌の紹介・練習 

          イ．可能であれば、福祉施設等の見学 

          ウ．可能であれば、高齢者が好む料理の調理実習（３級の本講座で行う） 

 

＊ 受講生と話し合う話題の例等 

  第１課 ＤＶＤを見てどう思ったか、どんなことを初めて知ったか 

      なぜホームヘルパーになりたいと思ったのか 

  第２課 実習日誌の書き方復習（添削担当からのコメントを確認） 

          ３級・２級講座を受けようと思っているか、どうやって受けるのか 

第３課 自分なら誰に介護してもらいたいか、またそれはなぜか 

      「社会的入院」の日本での意味確認とそれに対する感想、中国の現状 

第４課 自分または自分の親が施設に入所することになったら、どんなレクリエーションがいいか 

    日本の歌が歌えるか 

    「加齢」について実感していること、想像していること 

  第５課 介護保険に関して、適用例が身近にあれば互いに紹介しあう 

      日本の障害者福祉についてどんなことを知っているか 

第６課 中国の高齢者はどんな料理を好むか 

      日本の高齢者が好む料理が作れるか 

 



10．スクーリング実施状況報告から 活動事例など 

●外来語が難しい 

テキストにたくさん出てくる外来語が難しい。覚えられないというので、テキストからよく使う片仮名

語を選び、例文を作成したプリントを用意した。例文から片仮名語の部分を抜き、穴埋めする練習を行っ

た。文全体の意味を考える練習にはなったようだ。また、片仮名語の辞書と『福祉カタカナ語辞典』（創

元社、2006年発行）を紹介し、少し引いてみた。 

 

●会話力が高いが、まとまった文が書けない場合の対応 

「『社会的入院』についてどう思うか」という問題に日本語で回答するのが難しいとのことで一緒に考

えた。まず、社会的入院自体や本人の中国での経験についてやりとりをして頭を耕した。次にラフに中国

語で回答を書き、それを文法は気にせず日本語にしてもらった。今度は中国語でも日本語でもサラサラ書

き、こちらも驚いた（たぶん本人も）。その後、一緒に文法を直した。日本語力がないから作文は難しい

と本人は言っていたが、Ｓさんは抽象思考の段階で母語を使っていなかったから難しかったのかも。 

 

●ヘルパー講座や奨学金に関する情報提供 

本人は、このコースを修了した後、ホームヘルパーの講座を受けるつもりがあるという。インターネッ

トなどで情報を集めた資料を見て、学費や場所や通学日時等を比較してみた。中国残留孤児援護基金の就

学援助金のことは知らなかったので、資料を渡した。時間があれば、情報収集なども一緒に行えばよかっ

たが、今回は講師が行った。 

 

 

◆＊◆＊◆ 資料 ◆＊◆＊◆ 

１．テキスト「ホームヘルパー入門」抜粋（資料①） 
２．提出課題抜粋（資料②） 
３．提出課題添削例（資料③） 
４．介護職員基礎研修について 研修体系の改訂概要（資料④） 



（資料①） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料②） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料③） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（資料④） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


